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2023年（令和５年）
京ト協 ３常設委で事業計画
車検ステッカー７月から位置変更
ＪＡＦ京都が感謝の会を開催
アドバンスクラブが首位獲得誓う
◀スズキが二条城にセニアカー
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京
都
府
タ
イ
ヤ
商
工
協
同
組
合
（
橋
本
英
樹
理
事
長
）
が
、
他
府
県
と
手
を
携
え
た
経

営
課
題
の
克
服
に
乗
り
出
し
た
。
滋
賀
県
タ
イ
ヤ
商
工
協
同
組
合
（
山
北
定
之
理
事
長
）

と
共
催
し
た
研
修
会
で
、
日
本
自
動
車
タ
イ
ヤ
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ｍ
Ａ
）
近
畿
支
部
の
浅
井

研
一
検
査
所
長
と
意
見
交
換
し
た
ほ
か
、
昨
年
暮
れ
に
実
施
さ
れ
た
大
型
車
の
ホ
イ
ー

ル
・
ナ
ッ
ト
の
緊
急
点
検
に
関
し
、
タ
イ
ヤ
業
界
側
の
見
解
を
取
り
ま
と
め
た
。

︱
日
銀
京
都
支
店
編
︱

　

昨
年
10
月
の
京
滋
地
区
の

景
気
は
、
改
善
ト
レ
ン
ド
を

保
ち
つ
つ
も
、
こ
れ
ま
で
の

水
準
を
維
持
す
る
に
と
ど
ま

っ
た
。
対
前
月
で
は
個
人
消

費
、
観
光
、
設
備
投
資
、
住

宅
投
資
、
公
共
投
資
、
生

産
、
雇
用
・
所
得
全
て
の
指

標
が
ほ
ぼ
横
ば
い
の
総
合
判

断
。
日
本
銀
行
京
都
支
店
が

こ
の
ほ
ど
公
表
し
た
。

　

支
店
に
よ
る
と
、
主
要
小

売
業
販
売
額
は
前
年
比
６
・

３
％
増
と
プ
ラ
ス
幅
を
若
干

な
が
ら
広
げ
、
京
都
の
百
貨

店
売
上
高
、
ス
ー
パ
ー
販
売

額
、
家
電
販
売
額
も
増
加

し
た
。
自
動
車
関
連
で

は
、
乗
用
車
販
売
が
供
給

制
約
の
あ
お
り
を
受
け
つ

つ
も
、
２
カ
月
連
続
で
上

向
い
た
。

　

観
光
分
野
は
、
京
都
市

内
の
主
要
ホ
テ
ル
宿
泊
客

数
が
88
・
５
％
増
と
引
き

続
き
改
善
。

　

設
備
投
資
は
、
製
造
業

が
能
増
投
資
、
非
製
造
業

が
店
舗
や
事
業
所
の
改

装
・
増
設
で
共
に
全
体
を

押
し
上
げ
、
前
年
を
上

回
る
計
画
。
住
宅
投
資
分
野

は
、
府
内
の
新
設
住
宅
着
工

戸
数
が
２
％
減
な
が
ら
横
ば

ら
れ
、
化
学
は
横
ば
い
、

和
装
関
連
は
低
水
準
。

　

雇
用
・
所
得
環
境
は
緩

や
か
に
改
善
し
、
物
価
は

光
熱
・
水
道
、
食
料
な
ど

の
値
上
が
り
で
上
昇
。

京
滋
の
景
気
、横
ば
い
圏
内

10
月 

自
動
車
は
２
カ
月
連
続
増

い
圏
内
。
公
共
投
資
分
野

は
、
府
内
の
公
共
工
事
請

負
金
額
が
31
・
９
％
前
年

を
下
回
る
も
高
水
準
で
推

移
し
た
。

　

生
産
は
、
電
子
部
品
・

デ
バ
イ
ス
が
足
踏
み
。

汎は
ん
よ
う用
・
生
産
用
・
業
務
用

機
械
は
緩
や
か
な
増
加
傾

向
で
、
輸
送
用
機
械
は
持

ち
直
し
の
様
相
。
窯
業
・

土
石
は
復
調
の
兆
し
が
見

　

京
都
タ
イ
ヤ
協
組
が
滋
賀

協
組
と
共
同
事
業
を
企
画
す

る
の
は
初
め
て
。
京
都
の
市

原
光
則
・
前
理
事
長
時
代
か

ら
の
悲
願
で
も
あ
る
。

　

２
月
５
日
に
開
か
れ
た
研

修
で
ま
ず
争
点
と
な
っ
た
の

は
、
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ｍ
Ａ
が
実
施
し

て
い
る
損
傷
タ
イ
ヤ
の
検

査
判
定
。
浅
井
氏
は
、
判

定
が
原
則
、
外
観
目
視
検
査

で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
説

明
し
、「
製
造
上
の
不
具
合

は
全
体
の
１
・
２
％
し
か
な

い
。
多
く
見
ら
れ
る
両
肩
落

ち
摩
耗
だ
と
、
空
気
圧
不
足

か
過
荷
重
と
み
て
大
方
間
違

い
な
い
が
、
一
様
に
線
引
き

す
る
の
は
困
難
」
と
の
見
方

を
示
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
出
席
者
か

ら
は
検
査
体
制
の
強
化
を
要

請
す
る
意
見
が
あ
が
っ
た
が

「
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
を
実

際
に
使
う
こ
と
も
あ
る
。
今

後
、
機
器
を
導
入
す
る
可
能

性
も
十
分
に
考
え
得
る
」
と

応
じ
た
。
外
気
温
に
よ
っ
て

空
気
圧
が
上
下
す
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
車
体
表
示
空
気
圧

が
あ
く
ま
で
最
低
基
準
に
過

ぎ
な
い
こ
と
を
ユ
ー
ザ
ー
向

け
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
方
向
で

も
連
携
を
確
認
し
た
。

　

一
方
、
大
型
車
の
車
輪
脱

落
事
故
が
後
を
絶
た
な
い
事

態
を
受
け
、
国
土
交
通
省
の

号
令
の
も
と
、
昨
年
10
月
以

降
に
展
開
さ
れ
た
緊
急
点
検

に
不
備
が
あ
っ
た
と
誤
認
さ

れ
や
す
く
、「
結
局
、
最
後

に
触
っ
た
と
こ
ろ
に
責
任
が

及
び
が
ち
」（
滋
賀
の
業
者
）

な
の
は
否
め
な
い
。

　

こ
の
ほ
か
、「
脱
輪
の
統

計
が
あ
い
ま
い
。
ホ
イ
ー

ル
側
に
問
題
は
な
い
の
か
」

（
滋
賀
）、「
ど
う
い
う
（
ね

じ
の
）
種
類
に
さ
び
が
多
く

見
ら
れ
る
の
か
分
か
れ
ば
、

解
決
に
つ
な
が
る
」（
京

都
）、「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
へ
変
わ

っ
た
こ
と
自
体
に
問
題
が
あ

る
の
で
は
」（
京
都
）
︱
と

い
っ
た
意
見
が
飛
び
交
っ

た
。

　

席
上
で
橋
本
理
事
長
は

「
滋
賀
の
熱
心
さ
が
伝
わ
っ

た
。
悩
ん
で
い
る
こ
と
も
一

緒
。
今
回
を
き
っ
か
け
に

今
後
も
一
緒
に
業
界
を
盛
り

上
げ
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

山
北
理
事
長
も
「
昨
今
は
大

雪
に
よ
る
立
ち
往
生
を
は
じ

め
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
起

こ
る
。（
タ
イ
ヤ
ビ
ジ
ネ
ス

を
）
良
い
商
売
に
し
て
い
き

た
い
」
と
強
調
し
た
。

滋
賀
と
初
の
連
携
事
業

京
都
タ
イ
ヤ
協
組

諸
課
題
で
意
見
交
換

損
傷
判
定
や
昨
年
の
緊
急
点
検
な
ど
焦
点

体
制
強
化
な
ど
要
請

運
行
前
に
増
締
め
を

損
傷
タ
イ
ヤ
の
検
査
判
定

昨
年
の
緊
急
点
検
め
ぐ
り

だ
っ
た
が
、「
大
型
車
メ
ー

カ
ー
か
ら
使
用
者
に
ダ
イ
レ

ク
ト
メ
ー
ル
が
一
律
で
送
ら

れ
た
た
め
、
対
応
に
出
遅
れ

た
」（
京
都
の
業
者
）
ケ
ー

ス
が
多
か
っ
た
と
い
う
。

　

そ
も
そ
も
脱
落
事
故
の
多

く
は
、
冬
タ
イ
ヤ
へ
の
交
換

後
の
増
し
締
め
が
徹
底
さ
れ

て
い
な
い
た
め
に
起
こ
る
と

み
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

タ
イ
ヤ
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
す
れ

ば
、「
事
業
用
自
動
車
の
使

用
者
が
運
行
前
点
検
を
徹
底

す
れ
ば
良
い
だ
け
」（
滋
賀

の
業
者
）
と
い
う
共
通
認
識

だ
。「
タ
イ
ヤ
業
界
が
主
体

的
に
対
策
に
あ
た
る
べ
き
案

件
と
は
思
え
な
い
」
と
言
う

業
者
も
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

ひ
と
た
び
脱
落
が
起
こ
れ

ば
、
タ
イ
ヤ
交
換
作
業
自
体 京都の橋本理事長

滋賀の山北理事長
　

京
都
運
輸
支
局
（
藤
原
幸

嗣
支
局
長
）
は
、
電
子
車
検

証
の
交
付
で
窓
口
が
従
来
よ

り
混
雑
し
て
い
る
現
状
を
踏

ま
え
、
支
局
３
階
の
会
議
室

を
来
庁
者
向
け
待
合
室
と
し

て
開
放
し
た
。
全
国
的
に
も

前
例
が
な
い
取
り
組
み
と
み

ら
れ
る
。
室
内
で
書
類
の
仕

上
が
り
が
確
認
で
き
る
こ
と

に
加
え
、
Ｗ
ｉ
︱
Ｆ
ｉ
環
境

も
整
え
た
。
待
合
室
が
特
設

さ
れ
る
の
は
、
３
月
末
ま
で

の
平
日
。

　

電
子
車
検
証
は
、
交
付
に

こ
そ
従
来
の
車
検
証
よ
り
時

間
を
要
す
る
も
の
の
、
ひ
と

た
び
発
行
す
れ
ば
、
そ
れ
以

降
は
業
務
効
率
化
に
つ
な
が

る
と
さ
れ
る
。
支
局
は
か
ね

て
か
ら
、
電
子
車
検
証
の
交

付
が
特
に
集
中
す
る
今
年
度

末
と
来
年
度
末
が
「
山
場
に

な
る
」（
関
係
者
）
と
し
、

警
戒
感
を
示
し
て
い
た
。

３
階
会
議
室
を
待
合
室
に

支
局
が
窓
口
混
雑
受
け


